
1

【 庁 議 記 録 】

１ 日 時 令和６年６月 18 日（火）午前８時 54 分～午前９時 25分

２ 場 所 市長公室

３ 出席者 市長 副市長 教育長 企画財政部長

総務部長 市民生活部長 福祉保健部長 子ども家庭部長

環境部長 都市建設部長 議会事務局長 教育部長

幹 事 政策室長

４ 欠席者

５ 会議結果

市 長 これより庁議を開催します。審議事項１「都営狛江団地建替えに伴う藤塚

保育園の整備意向について」の説明をお願いします。

部 長 現在、東京都において都営狛江団地建替えに向けた第１期工事の基本設計

を進める予定で、全体工程のとおり令和８年度より第１期工事を開始する予

定となっています。都営狛江団地内には、市の公共施設である藤塚保育園、

上和泉地域センター及び上和泉学童保育所がありますが、第２期工事で令和

12 年頃に藤塚保育園が含まれる棟の解体工事が予定されています。これに

伴い、東京都より藤塚保育園の整備についての意向確認がありました。狛江

市の現状としては、就学前人口は緩やかに減少する見込みであるものの、保

育需要割合は増加しており、今後においても一定の保育施設の確保が必要で

あることから、継続して保育事業を行っていくために、第１期工事において

藤塚保育園を整備することを希望したいと考えており、本内容で東京都に対

し市としての回答することについて、審議をお願いします。

市 長 本件について、質問等ありますか。

副市長 上和泉地域センター・上和泉学童保育所についてはいつ要望するのですか。

部 長 上和泉地域センター・上和泉学童保育所は、第５期工事で予定されていま

すが、今回は第２期工事で解体される棟にある藤塚保育園の整備に関する事

項についてのみ、意向確認があったため、その点について回答予定です。

副市長 保育園の整備を希望するとありますが、要望するとした方がよいのではな

いでしょうか。

部 長 要望に修正します。

市 長 都の計画等に沿って、施策を進めるという趣旨も記載して要望してくださ

い。他に意見等なければ、案のとおり決定します。

その他ありますか。
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部 長 市民公益活動事業補助金に係る整理についてです。６月 11 日庁議で報告

した市民公益活動事業補助金に関して、市の関与について整理しました。本

補助金は、市民公益活動を行う団体の成長・発展を図ることを目的とするも

のであり、公益活動事業であるため、団体にお任せするのではなく、市とし

て必要に応じて関与する必要があります。今回採択された公益活動事業ごと

に関連部署を指定したため、団体からの要請に応じて後援名義使用、事業実

施に当たっての助言等の協力をお願いします。

なお、関連部署が複数の事業には主窓口部署を指定しています。今回採択

された公益活動事業に関する計画書等を関連部署と情報共有し、団体に対し

ても関連部署を問合せ・相談先の１つとして周知します。事業計画書等につ

いては、別途関連部署へ協力依頼、情報共有します。

部 長 市民公益活動事業補助金に採択された案件は、後援がなくても同等の取扱

いをすることはできないのでしょうか。後援の場合には、報告書が必要であ

ることから、団体の負担軽減ができないかと考えています。

部 長 後援の際の実績報告は、市民公益活動事業補助金の報告書と同様の内容と

なり負担はあまりないと考えられることや全ての団体が後援が必要ではは

ないことから、取扱い変更の予定はありません。

市 長 一律に後援扱いにしてしまうと、団体側の活動の自由度が狭くなり、制限

につながってしまう可能性があります。団体の自主的な活動を尊重するため

にも、後援は別で対応するようお願いします。

部 長 №２の事業について、計画書の内容を確認し、担当課の割り振りを適宜調

整したいと思います。

市 長 他にありますか。

部 長 令和６年度狛江市総合水防訓練の実施結果についてです。令和６年度の総

合水防訓練は、昭和 49 年の多摩川堤防決壊から 50 年の節目を迎えるに当た

り、「災害の記憶を後世に伝える」というテーマを掲げ、台風の接近による

多摩川の越水危険を想定した「劇場型水防訓練」を実施しました。水防演習

では、東京都知事をはじめとした多くの来賓の方々を迎え、市をはじめとし

て狛江消防署、狛江市消防団、陸上自衛隊、京浜河川事務所、狛江市建設業

協会といった各機関が水災対応にあたりました。会場では、各機関が効果的

に連携を図れるように現場指揮本部を設置し、それぞれの機関が有する情報

や活動状況を相互に把握し、共有しながら対応する等、参加機関が連携した

一体感のある活動を実施しました。市の訓練参加職員は、都市建設部の資器

材搬送隊３人及び下水道課による樋管操作訓練９人に加えて、入庁１年目及

び２年目の職員 35 人が訓練に参加し、狛江市消防団と連携しながら積み土

のう工法を実施したことにより、本格化する出水期を前に市の災害対応力の
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強化に繋げることができました。また、令和６年度の訓練では新たな取組と

して、災害時協定を締結しているドローン事業所による空撮映像を大型トラ

ックビジョンでＬＩＶＥ放映しました。この取組は非常に反響があり、東京

都知事がトラックビジョンの前で市長と並んだ写真をＸ（旧 Twitter）で投

稿しています。さらに、ドローン事業所のもとには、調布市及び府中市から

両市の訓練への協力に関する問合せがあったと伺っており、広報効果は絶大

であったと感じています。演習エリアの隣に設けた展示エリアでは、過去最

大規模となる計 20 事業所等に出展いただきました。中でも降雨体験車やＶ

Ｒ風水害体験といった体験型コンテンツは親子連れに人気で、50 年前の多

摩川堤防決壊を知らない世代に水害の恐ろしさを知り、日頃の備えの大切さ

を実感していただくことができました。その他、会場にはＮＨＫ、日本テレ

ビ、テレビ朝日といったマスメディアの記者が来場し、当日のニュースにて

取り扱う等、広く市民に水害対策の啓発や重要性を訴えることができ、大変

有意義な訓練になったと思います。今回の訓練は、訓練参加者及び展示・啓

発エリア、観覧されている方を含め約 1,500 人の方が参加され、各部の協力

応援のもと、成功を納めることができました。今後も市民の安心安全を確保

するためのより効果的な訓練を継続していきます。

市 長 シナリオに基づく訓練を時間通りに実施でき、都知事をはじめ大勢の方に

参加いただくことができました。お疲れ様でした。

他になければ、以上で本日の庁議を終了します。次回の庁議は、６月 25 日

午前９時 00 分から開催します。


